
平城宮跡 ・京跡出土の木簡

平城宮跡発錨関査部

1992年度の湖査では，平城京左京三条-.t)Jの3カ所から総計21点、の木簡が出土した。検出し

た遺構については，本性 「平城宮跡 ・京跡の調査jの項参!!白。また9]年度の第222次淵査で出土

した木附については.昨年度の年報で一昔日報骨したが，その後の整理の結果を踏まえて改めて

その主なものを制介する<r平減官発JlI!fOlE1f.11¥土木削慨報 (26)J参mO。

平城京左京三条一坊十・十五・十六坪 (第230次開査) 十五 ・十六坪は安良時代を通じて一体として

利用されていたことが判明した。木Oiiは十坪京辺で検出した，枠木が抜き取られて土坑状を呈

す井戸SE36から 5点と， 十六坪内で検/1'，した京内最大級の茶能組の井戸SE6の枠内から 1点

出土した。 前者には.~宅へ11ï二両で何かを運んだことを示すとみられるもの (1 )がある。

また後者は「内匠錠Jという官司1'，を記すが (3). 内匠按と造的tとの|刻述は不明である。

平城京東一坊大路西側溝 (第234-9次調査) 左京三条-.t)J十六上Fm1l!1Jの京一坊大路西側i昨SD3935を

5 m 分検出した。 JlJl土は大きく 4 肘に分かれ， 木j1îi は第 3 肘から 1 点，第 4 府から 7 点 ( うち I~IJ

Jiit3点)の計8点、が/1'，土したが，判読できるのは第3府出土のl点のみ。

平城京左京三条一坊十坪 (第幻4・10次調査) 十坪阿南部において検出した井戸 SE02から7点の木前

(すべて自IJIFt)が/1¥土した。この井戸は蛇行する流路SD01と:ill:抜している。

式部省東官街(第222次調査) 木Oiiが/1'，土したのは式部省束手(術地区である (r.1lo報 1992j参l!の。

そこでは大きくは上下2時期のill仰があり，その下府にあたるI'¥"fAlの西南部を検出したが.t目

立柱塀で区間された中に南北桜掘立柱建物 1械と井戸SE14690があった。井戸は一辺約5mの

賜形を持ち，深さは*':J2 m。井戸枠は抜き取られ土坑状になった埋土中から.大祉の木簡が一

括投楽された状況で出土した。その点数は4794点，そのうち削府が4705点と大半を占める。

木11iiの内科は式部省の召文とみられるもの (8).考目鈷にl刻するもの (7).選文の付札

( 9 )や考書Il令分帯条の条文 (21)(22).考諜・成選|刻係のもの49:であり，第32次補注調査/1¥土

木簡群 (r平減白木簡凶j参!被)と同じく式部省に関わるものである。その時期については，木簡

に見える年紀は天平元年 (25) と阿 3 年 (26) であるが，記載内科からすると rJúl~聖使J (16)は

天平3年11月に設置され.r放吉市m内親王J(14)との表現は向元年2月以降にあたる。また下

|浪の目安としては.r新回部親王J(13) r舎人税王J(15)は共に|吋7年に死去している。おそら
く天平3年]J月以降そう遠くない時期にー折投楽されたものであろう。したがって.下h"1'R'・術

は当該時期jの式音111守山jili官街とみられるが，間官!IJで検出された式部行宵1Iirは奈良H与代後半に属

し，かっその下府には建物遺構がないことから，当遺構は奈良H芋代前半の式部省そのものと判

断できょう。I討にl発篠する第155次調査j也区で/1¥土した布1110.1ド1111の年紀をもっ考謀木日iiも本行衡

から拾てられたものであろう。なお木附の中には大宝医疾令医w士条の一昔11を記したと凡られ
るもの. J肢の川天武后に|刻述する日:t， らしき f聖母ヰ11I阜集j のt，を記すものもある。(創I(~!f-手1巳)
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